
「体力および心身の健康」についての実践 

１ 健康保持の意識づくりと実践 

（１）新型コロナウイルス感染症は５類に移行したが、引き続き、

登校時の手洗い、各教室や更衣室の換気を年間を通して行った。ま

た、正しい手洗いの仕方や咳エチケットについて、各教室に掲示し

周知した。 

（２）保健委員会では、『保健委員会だより』を３部発行し、熱中

症対策、歯の健康、望ましい食生活等について全校生徒に啓発した。  ＜登校時の手洗いの様子＞ 

また、熱中症予防標語や、近視予防のために姿勢を良く学習するこ

と、タブレット等の画面から目を 30ｃｍ以上離すことの掲示物を作

成し、健康保持の呼びかけをした。  

（３）毎月初めに保健だよりを配布・掲示し、それをもとに学級指

導を行い健康意識の向上を図った。 

（４）給食委員会では、給食準備の注意喚起についてのポスターの

掲示や、クラスごとに給食準備や食べ方のルールなどを守ることが

できたら完成していくビンゴや残色ゼロカレンダーの企画を実施し

た。これらを通して、衛生管理の徹底や適切な栄養摂取をするため   ＜栄養教諭による食育の授業＞ 

の啓発活動に取り組んだ。                      

（５）熱中症予防のため、保健体育の授業や学校行事はもとより各部活動においても熱中症指数計を

用いて、休憩、水分補給のタイミングや活動の中止を判断した。また、体育委員会ではポスターを作

って「運動時はマスクをはずすこと」、「こまめに水分補給をすること」、「屋外の活動では帽子を

着用すること」を呼びかけた。 

（６）学年ごとに栄養教諭による食育の授業を行った。それぞれの生徒がワークシート等で今の食生

活を振り返り、身体の発達に応じた適切な食事や食生活について理解を深める取組を行った。 

 

２ 心の安定を図る、心の変化を見取る取組 

 個に応じた適切な支援を行えるように、次のような形で生徒情報の共有を行った。 

（１）支援シートの活用・校内特別支援委員会の開催 

 特別支援の面で配慮を要する生徒について個別の指導（支援）シートを作成した。また、その内容

について保護者にも理解を得ることで、家庭と学校が連携しながら、個に応じた適切な支援を行うこ

とができた。校内では、全教員が参加しての校内特別支援委員会を年度初めに開催した。各担任が支

援内容について説明することで共通理解を図ることができた。         

（２）職員会議における生徒情報の共有   

情報を共有すべき状況にある生徒について、各担任が共有シートを作成し、毎月の職員会議で報告

し合った。また、毎日の主任会でも生徒情報を共有した。個に応じたきめ細やかな指導・支援ができ

るよう、共通理解を図ることができた。 

（３）ポジティブ教育（ピア・サポート・トレーニング、レジリエンス教育）の実施 

 生徒の絆づくりを目的に月一回程度、学年の実

態に応じてピア・サポート・トレーニングやレジ

リエンス教育を行った。また、合唱コンクールや

体育祭等の行事を通して仲間のためにどんなこと

ができるかを考え、実践するピア・サポート活動

を行った。学級内だけでなく、学年内や異学年同

士で互いに助け合ったり、良いところを伝え合っ

たりする中で、以前よりお互いを思いやる気持ち

が高まってきた。今後は、ポジティブ教育の授業

を行うだけでなく、学習指導や特別活動等の様々

な場面でもポジティブ 教育の考え方を生かし 

ていく必要がある。                  〈レジリエンス教育の捉え方の授業〉 


